
葦“‘に逃マ二にでブ叱I 
嘱，」二話g魅瞥とシ g .りJセ」 

．議灘響 

DATA H 
斜方晶系 

名
 
前
 

h化
 

」学 
J組
 

「成 

DANBURITE （ダンビュライH ノダンブl)石 

CaB20Si207 

色
 

『」光 
か
沢
 

”蛍 
い
光
 

無色 

ガラス光沢 

なし 

白色 

 木麦

 痕」

 勇「

 開加

なし 

」断 
”ロ 

加
貝
 
『殻 

い
状
 

7
 

か
た
い
 

●

 

．

 

い一 

硬 度 

やわ いから

鵬 ］2.97 比 重 - 
3
.
0
2
 

イタリアで産出した 

柱状のダンブリ石。 

「ダンブリ石」という名前 

は、1839年にこの鉱物が 

最初に発見されたアメリ力 

のコネテイカット州にある 

「ダンベリー」にちなんで 

いる。 
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ダンブリ石 
接触交代鉱床などに生成 

するダンブリ石は、世界 

中で見られるが、産出量 

は少ない。 

無色透明で、ガラス 

のような光沢を持っ 

ている。 

素焼きの陶板にこす 

りつけると白色の条 

痕が残る。 

断面が菱形の柱状をし 

ていることが多いが、 

結晶形がはっきりしな 

いときは、小さな結晶 

形が集まって塊状にな 

ることもある。 
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トスイスで採れたダン 

ブリ石0濯荻霜冨二 トパーズに酷似 

無色透明でガラス光沢を持つダンブリ石は、かつてはダ 

イヤモンドの代用品として利用されていた。また、程秩の 

ものはトパーズに酷似しており、その見分け方は、比重を 

調べるのが最も簡単。3.49 - 3.6であるトパーズに比べ、 

ダンブリ石は2.97 --- 3.02と小さい。そのほか、完壁な勇 

開を持っているトパーズに対し、ダンブリ石は男開がない 

ことでも判別可能。さらに、トパーズは熱にも酸にも溶け 

ないが、ダンブリ石は炎にかざすと緑色の炎を出して溶解 

し、熱した希塩酸に入れると溶けてゲル状になる。 
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▲無色のダンブリ石。 

スイスロ 
ト透明で黄色みをお 

びているダンブリ石。 

マダガスカル産。 

一I大分県尾平鉱山、 

管蒔県主宮久鉱山 

ノで見つかった。 

宝石質のものが産 

出した。 

マダガスカル 

ホウ素を含むケイ酸塩鉱物 

ダンブリ石は、斧石やダトー石、電気石などと同様、カ 

ルシウムとホウ素を含むケィ酸塩鉱物。このグループの鉱 

物は、一般的に、化学組成が単純なものほど産出しやすい。 

しかし、ダンブリ石の場合、他のものと比べて単純な化学 

組成ではあるが、より多くのホウ素を必要とするため、産 

出量は少ない。 

▲ファセットがきざまれたダン 

ブリ石。マダガスカル産。 
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トダンブリ石の柱状結晶。 

イタリア産。 


